東京･大手町の下水道局ビル竣工 店舗併設で都民と接点
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東京都下水道局の事務所などが入る「銭瓶町ビルディング」の外観
東京都下水道局の事務所や下水ポンプ所などが入居する東京・大手町の「銭瓶町（ぜにがめちょう）ビルディング」が竣工した。三菱地所が東京駅日本橋口前で進める再開発「常盤橋プロジェクト」の一部。ビルを所有する下水道局は都民らと接点をつくる場として活用するため、通りに面した1階のスペースに店舗などを併設する。


「銭瓶町ビルディング」の外壁にはデジタルサイネージを埋め込んだ
ビルは地上9階地下3階建てで、延べ床面積は約3万平方メートル。1階に併設する店舗やカフェは8月初旬にも営業を開始する。レンガ風の造りにした外壁には7カ所にデジタルサイネージ（電子看板）を埋め込んでおり、同局の担当者は「下水道事業を都民に知ってもらうために活用したい」と話している。

下水ポンプ所は隣接するオフィスビルから移転した。供用開始から50年が経過し、施設の更新が必要だったが、千代田区などで排出された汚水を集めて水再生センターに送る機能を担うため、オフィスビルを部分解体して機能を維持しながら切り替えを完了した。
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